












































てた書簡。2000（平成 12）年 3月 12 日付け。記事の鑑定結果を説明している。③檜山氏から当時の
八雲会事務局長 高成玲子国際大学教授宛てのファックスによる文書の一部。資料を寄贈したい旨の
内容が記されている。2005（平成 17）年 4 月 7 日付け。④檜山氏から富山八雲会に宛てたファック
スの文書。『インクワイアラー』『コマーシャル』の記事リストが記されている。2005 年 4 月 8 日付
け。⑤檜山氏から富山県、富山八雲会宛ての資料寄贈の覚書。寄贈資料の内容記載、高成教授の署名
による受領の旨の記載がある。2005 年 6 月 18 日付け。⑥『インクワイアラー』『コマーシャル』のハ
ーン執筆記事表（作成者は不明）。⑦ハーンの著作、新聞記者時代の一部の書誌情報（作成者は不明）。








        
写真１                  写真２ 
これらの資料（主に②、③、④、⑤）から判断すると、ヘルン文庫寄贈への経緯は以下のようなも
のである。寄贈当時、大阪市西区の貿易会社（MC インターナショナル ,INC）社長の檜山茂氏は、ハ










記事 32 点、全部で 77 点の記事を教授は細かく鑑定した2。その結果のリストがヒューズ教授から、
2000 年 3月 12 日にファックスで檜山氏に送られた（資料②の書簡）。そのリストには、『インクワイ
アラー』紙について、１）ハーン執筆が確実な記事（13 点）（表記 Yes）、２）おそらくハーン執筆の




点）（N）（合計 32 点）、と分類されている。表記のアルファベットの意味は、「Yes: Hearn Wrote It, 
                                                   
1 P.D. and Ione Perkins, Lafcadio Hearn: A Bibliography of His Writings (Tokyo: Hokuseido 
Press, 1934). 
2 ヒューズ教授から檜山氏宛ての書簡（資料②）に鑑定した記事数が 76 点と記載してある箇所もあ










ワイアラー』から 5 点、『コマーシャル』から 8 点で合計 13 点（新聞数は 12 部）選択され、さらに







定を依頼した。そして教授は Yes, P, PN, No の 4 つに分類した。後者の 2 群を除いてハーンの記事と
断定、推定されたもの（前者 Yes, P のカテゴリー）は、松江市、熊本大学、富山ヘルン文庫、焼津市、
池田記念美術館、そして小泉家に分散して寄贈されたという4。さらに全コピーをアメリカでも保管で









 ハーンは 1869 年から 1877 年、19 歳から 27 歳までを、オハイオ州のシンシナティで過ごしている
6。イギリスのリヴァ・プールから移民船に乗り、まずニューヨークに辿りつく。さらに移民列車でシ





資料が所蔵されていることが判明した。詳細は以下の通りである。  “Pauline Lucca,” May 21, 1874; 

























この著作の第 3 章に、「皮革製作所殺人事件」を見事に詳述した「凶暴な火葬」（“Violent Cremation”）







                                                   
辺』（新曜社、2009）、148-176 を参照。  
7 この事件は、ドイツ系移民労働者ヘルマン・シリングが、生きたまま皮革製作所の炉で焼き殺され




イアラー紙：1872-1875 年』（同時代社、2004）、100-161、249-303。英語版は Lafcadio Hearn, 
Whimsically Grotesque: Selected Writings of Lafcadio Hearn in the Cincinnati Enquirer, 1872 -
1875, eds. Cameron McWhirter and Owen Findsen (Tokyo: Kyo Vision Books, 2009). 
8 George M. Gould, Concerning Lafcadio Hearn (Philadelphia: George W. Jacobs and Company 
Publisher, 1908). 
9 Lafcadio Hearn, American Miscellany: Articles and Stories Now First Collected by Albert 
Modell, vols.1 and 2 (New York: Dodd, Mead and Company,1924). 























イアラー』は 1873 年 1 月から 8 月分の原紙が収められた。そのなかから主に文学その他に関連した





ンクワイアラー』については合計 253 点（内訳：1872 年 11 月から 73年までは 78点、1874 年は 130
                                                   
11 Lafcadio Hearn, Occidental Gleaning: Sketches and Essays Now First Collected by Albert 
Mordell, vols.1 and 2 (London: William Heinemann, 1925). 
12 平川、『小泉八雲事典』、636。 
13 Albert Mordell, Discoveries: Essays on Lafcadio Hearn (Tokyo: Orient/West, Publishers, 
1964). 
14『天理図書館善本叢書 洋書之部 第Ⅳ次刊行 小泉八雲―草稿と書簡』（全 5 冊）（天理大学出版
部、1974）、英語タイトルは、Lafcadio Hearn, Articles on Literature and Other Writings from The  
Cincinnati Enquirer 1873, ed. Tenri Library (Tenri University Press, 1974);矢野峰人、河合忠信、  
岸本博吉監修『小泉八雲―草稿と書翰 6―解説』（天理大学出版部、1974）。 
15西崎一郎「新聞記者としての小泉八雲―文学者への出発」森亮編・解説『現代のエスプリ』91







点、1875 年 6月までは 45 点）、『コマーシャル』については合計 164 点（内訳：1875 年 9月から 1876












点（内訳：1872 年は 15 点、1873 年は 64 点、1874 年は 127 点、1875 年は 43 点）。ハーンが挿絵画
家 H・F・ファーニーとともに、「美術・文学・風刺専門挿絵入り週刊雑誌」と銘打ち刊行した『イ・
ジグランプス』（1874）は 44 点。『コマーシャル』に関しては、合計 146 点（内訳：1875 年は 24 点、






ている 64点の記事のうち、4点（“Mistress Woodhull’s Misfortunes,” “A Mild and Just Government,” 





                                                   
16 Lafcadio Hearn, Lafcadio Hearn’s American Articles, ed. Ichiro Nishizaki, vols.1-5 (Tokyo: 
Hokuseido Pres, 1939).  
17 Lafcadio Hearn, Period of the Gruesome: Selected Cincinnati Journalism of Lafcadio Hearn , 
ed. Jon C. Hughes (Lanham M.D.: University Press of America, 1990). 
18 O.W. Frost, Young Hearn (Tokyo: Hokuseido, 1958). 
19銭本健二「ラフカディオ・ハーンの単行本未収録の新聞寄稿記事（１）」『へるん』36 号、1999 年
6月、122-125；銭本健二「ラフカディオ・ハーンの単行本未収録の新聞寄稿記事（2）」『へるん』


















マーシャル』（Yes 6 点、P 12 点の合計 18 点）のリストの、4、16、21、24、25、28、30、32、34、
















                                                   
20 註 7を参照。  












                                                                                                
シンシナティで出版されたハーンの寄稿記事数 1872－1878 
                   Perkins     Frost/Hughes       合計     檜山/ Hughes 
 内訳 内訳 内訳 追加 
 独自 145  P独自 145 ＋Yes 11, ＋P14 
『インクワイアラー』  共通 190 共通 190 P,F/H 共通 190 
1872-1875          独自 159 F/H 独自 159  
 合計 135 249 294 
 
 独自 197   P独自 197 ＋Yes 6,  ＋P12 
『コマーシャル』  共通 100 共通 100 P,F/H 共通 100 
1872-1875           独自 46 F/H 独自 46  
 合計 197  146 243 
                                                                                              
TOTAL:    537 ＋Yes 17,  P26 
[図表 1] 田中欣二「ハーンの寄稿と鑑定されたシンシナティの新聞記事（追加）」『へるん』第 43巻、
2006 年、103 頁（筆者による体裁上の加筆修正あり）。 
 
                                                          
The Cincinnati Enquirer   
Headline. Date(Page: Column) Y:Yes, P:Possible 
1. Cholera on the Roadside. 1873-07-07(5:2) Y 
2. Suicide. 1874-01-17(8:3)  P 
3. Thrown Out. 1874-01-19(8:1-2) Y 
○4 . A Street Stabbing. 1874-01-23(8:1-3) Y 
5. Pickett of N.14 Rat Row. 1874-01-28(8:3)  P 
6. The Theaters. 1874-01-28(8:3)  P 
7. A Double Crime. 1874-02-19(8:1-2) Y 
8. Suicide Through Want. 1874-03-13(8:3)  P 
9. Fell Down Stairs. 1874-03-25(4:6) Y 
10. A Deadly Dray-Pen. 1874-03-27(4:5)  P 





12. Ax and Musket. 1874-03-30(8:1)  P 
13. The Knife. 1874-04-10(8:3) Y 
14. Deserted. 1874-04-13(8:1)  P 
15. Cutting Affray. 1874-04-13(8:1-2)  P 
○16 . Bloody Hollow. 1874-04-14(4:4)  P 
17. Horace Greeley. 1874-04-27(8:3) Y 
18. Under the Ruins. 1874-05-20(1:6)  P 
19. Dayton’s Spook 1875-03-15(8:1) Y 
20. The Tan-Yard Murderers. 1875-03-23(4:3) Y 
○21 . La Sonnambula. 1875-03-29(8:3) Y 
22. Fratricide. 1875-05-17(8:3) Y 
23. The Knife. 1875-05-18(4:5)  P 
○24 . The Skull-Crusher. 1875-05-26(8:3)  P 
○25 . Suicide. 1875-05-26(8:3)  P 
  TOTAL:  11Y, 14P 
[図表２－１] 
                                                                                            
The Cincinnati Commercial   
Headline. Date(Page: Column) Y:Yes, P:Possible 
26. Witchcraft. 1875-08-14(8:1) Y 
27. Fratricide. 1875-08-20(1-2) Y 
○28 . Outrage on a Colored Wedding Party. 1875-09-03(8:1)  P 
29. Shooting Affray in Bucktown. 1875-10-11(8:1)  P 
○30 . Murder This Morning. 1875-10-27(8:1) Y 
31. Recovery of Stolen Money. 1875-11-04(8:1)  P 
○32 . Murder in a Gambling-House. 1875-11-11(8:1)  P 
33. A Waif on the Sea of Life. 1875-11-19(8:1)  P 
○34 . Lenhoff, or the Farce of the Bamboozled 1875-12-09(8:1) Y 
 Husband. 
35. Fatally Scalded. 1875-12-11(8:1)  P 
○36 . Photographing Ye Spook. 1875-12-27(4:2-3) Y 
○37 . Suicide―A Man Cuts His Throat Because  
   His Wife’s Grave Had Been Violated. 1875-12-30(4:3)  P 
○38 . Floral Exposition. 1876-09-07(8:3)  P 





40. Death by Violence. 1876-12-27(8:1) Y 
41. Alleged Infanticide. 1876-12-28(8:1)  P 
42. Carved with Shoemaker ’s Knife. 1877-01-02(8:1)  P 
43. Wood’s Theater. 1877-03-14(8:1)  P 
    TOTAL:  6Y, 12P 
[図表２－２] 
※図表 2-1,2-2は田中、「ハーンの寄稿と鑑定されたシンシナティの新聞記事（追加）」、102 頁より転
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